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（億円）

総額
2兆2,842億円

7,272億円

1,975億円

3,028億円

1,723億円

8,844億円

その他

県債

国庫
支出金

地方
交付税

県税

「歳入」ってなぁに？

① 県の財政規模の推移（一般会計決算・歳入）

③ 救急自動車の出動件数と搬送人員の推移

① 原因別の火災発生件数の割合（2023年）

② 月別の火災発生件数（2023年）

１年間に県に入るお金のことを「歳入」といいます。主な内容は次のとおりです。
県　　　税 県民が県に納める税金
地方交付税　地方公共団体の財源不足を補うために、国税の一定割合を国が地方公共

団体に対して交付するもの
国庫支出金　地方公共団体が行う特定の仕事に対して、使い道を定めて国が補助金・

負担金として支出するもの
県　　　債 県が国や銀行、県民などからお金を借りるために発行するもの　

「歳出」ってなぁに？

　1年間に県から出るお金のことを
「歳出」といい、県民生活を支える
ために県が行う様々な仕事に使われ
ています。

② 県の一般会計決算の構成比
（令和6年度・2024年度）

注）1億円未満四捨五入。
資料：県会計管理課「埼玉県歳入歳出決算の概要（一般会計・特別会計）」

注）端数処理の関係で、内訳の合計が100%にな
　　らないことがあります。
資料：県会計管理課「埼玉県歳入歳出決算の概要
　　　（一般会計・特別会計）」

資料：総務省消防庁「救急救助の現況」
　　　県消防課「消防年報」

資料：県消防課「消防年報」

　2024年中の救急出動件数は449,437件、搬送人員は376,877
人でした。これは、約1分10秒に1回の割合で救急自動車が出動し、
県民約19人に1人が搬送されたことになります。（人口は県統計課に
よる「2024年10月1日現在の推計人口」を使用）

　2023年の火災発生件数は1,995件で、
前年に比べて294件（17.3％）増加しました。
最も多かった原因は放火（疑いを含む）で、
275件でした。       

財政

歳　出
2兆2,334億円

諸支出金
17.6%

  教育費
（教育・文化・
  スポーツの振興の
　ために）
  　　　22.5％

  民生費
（生活に困っている人や
　高齢者、体の不自由な
　人のために）
  19.3％

  総務費
（県の仕事を
　円滑に進める
　ために）
  8.0％

  衛生費
（健康増進や疾病予防のために）
  3.1%

その他
6.4%

その他
2.4%

県税
38.7%

国庫支出金
8.7％

地方消費税
清算金
15.2％

地方交付税
13.3％

地方譲与税
7.1％

繰入金 3.1％

県債
7.6%

歳　入
2兆2,842億円

放火（疑いを含む）
13.8％

たばこ 11.2％

こんろ 7.6％

電気機器
4.8％
たき火
6.4％

配線器具
4.3％

電灯電話等の配線
 4.0％

その他 38.2％

不明・調査中 9.7％

火災発生件数
1,995件

14 火災・救急15

150,002件 145,247人1994年

319,984件 281,747人2014年

256,491件 241,794人2004年

449,437件 376,877人2024年

救急自動車の出動件数　1,228件
埼玉県の1日

  公債費
（県債を返したり
   利子を払ったり
   するために）
     13.0％

  土木費
（道路の整備や
　街づくりのために）
  6.9％
  警察費
（県民の安全を
　守るために）
  7.2％

出動件数 ＝ 5万件 搬送人員 ＝ 5万人

　冬季は空気が乾燥したり、暖房器具を使用する機会が増えたりすること
から、月別の火災発生件数は12月から３月にかけて多くなっています。

資料：県消防課「消防年報」
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